
狂言のお籍士のご煮白
―劣に 火飲胞・ ホ宗のれ言ととんでみ拿せんか

狂言は、人間の愚かしさ、人生とはいかなるものかを慈しみをもってみつめ、

選び抜かれ、磨きあげられた「セリフ (台詞)」 と、日常的な動作をあらわす

「しぐさ」で成り立っている演劇です。

基礎として、身体訓練としての「舞」と発声訓練としての「謡」を学び、

それから『附子 (ぶす)』 や『柿山伏』等で「セリフ」と「しぐさ」を

お稽古して、発表会で演します。

発表会は年 1回、先生方の本拠地である杉並能楽堂等で、プロの先生方が

舞台で使われる装東をお借りして、開催します。

初心者歓迎  見学・お問い合わせ お待ちしています !

◆名 称 二山月会 (さんげつかい)

講師の先生:大蔵流狂言方 山本家 山本泰太郎先生、山本則孝先生
(お二人とも重要無形文化財総合指定)

お稽吉 :月 2回  第 1月曜と第 3月曜 19時～21時
場 所 :いけビズ(豊島区産業振興プラザ)和室、としま区民センター 等

月 謝:8千円
用意するもの: 白足袋  (扇はお貸しします)
※場所の広さなどから、定員 20名とさせていただきます。

連絡先:関口恵子 碓L090-4964-7385(携 帯)
メール:RXY03422@niftyine.ip
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